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“樟葉のまちの価値向上に

つながるような発信を

地域と共に創り上げる
”

株式会社京阪流通システムズ

ファシリティマネジメント部共創推進室

企画開発部成畏推進室

取締役熊代美徳さん
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※枚方市紐会り亀葉駅前広場の環境整備について」より引用

我々「共創推進室」は、 京阪グループはもとより行政、 他企業、 そして

地域の皆さまと垣根を超えて共に創造してまちづくりにつなげていくこ

とを目的とする部惑です。今回の樟葉駅前広場の再整備についてもハー

ドを整備して終わりではなく、 芝生広場をつくってその後どのように運

営していくか、 どのような目的で運営していくかに重きを置いて企画・

開発しました 。

樟葉を愛するさまざまな立場の皆さまと運営を共にすることで、 単なる

足し算に終わらない掛け算の効果を生み出しながら、 新しい価値の創造

を目指していけたらと考えます。 樟葉駅前広湯を利用していただき、 お

住まいの方々に楽しい思い出や忘れられない記憶が積み重なれば、 「樟

葉に住んでよかった」と思っていただけます。樟葉の良い心象が増すほ

どに、 次の世代、 さらにその次の世代まで住み続けたいと思っていただ

けるでしょう。 また、 魅力的なモノ・ コトをこの広場からどんどん発信

できたら他都市に住んでおられる方も祖葉を住みたいまちとして選択し

ていただけるかもしれません。 そうしたきっかけをつくることは、 すべ

て柏葉のまちの価値向上につながっていきます。 目先のことではなく、

10年後 、 50年後に樟葉が持統してよい街であり続けるような仕掛け

を、 たゆまず行っていきたいと考えています。

実現に向けて枚方市と

包括連携協定を締結

再整備の実現へ向けてはいくつもの鰈題がありました。 樟葉駅前は枚方市の所有

地のため、 京阪グループだけでどうにかできるものではありませんが2022年5

月 、 京阪グループと枚方市は樟葉駅前の再整備を含む環境問題や少子高齢化対策

など共通の課題に対して公民述携して取り組むことに合意し、 包括連携協定を締

結。 これによって樟葉駅前の再整備も枚方市と協働して開発していくことになり

ました。



"TOMONIWA ～ ともにわ。 ～
’'に込めた想い

どのような広場に整備すべきか。 橙葉駅前広湯が地域の皆さんにとってどのような存在になれば良いか、 チームで何度も検討し、 編み出した

コンセプトが
“

TOMONIWA～ともにわ゜ ～
＂

です。 まるで友だちのように気兼ねなく親しむことができて、 いつでも気軽に訪れられる身近な

庭。 イベントに参加する演者さんや出店者さん、 集う方々が共に楽しみや喜びをつなぎあい、 みんながここでつながるオープンな庭。 さら

に、 ここに集う人の輪が広がって、 共有した時間や思い出が年輪のように重なっていく、 地域に欠かせないシンポリックな庭。 そんなさまざ

まな想いが、 このコンセプトには詰まっています。

駅前に天然芝の広場ができた！

再整備にあたっては、 路面温度の上昇抑制も課題の一つでした。 天然芝を敷き詰

めることにより地面の温度上昇を抑えるという機能を果たすとともに、 幅広い世

代が毎日の醤らしの中で気持ちよく過こせる場所、 楽しく触れ合える集いの場に

なってくれるようにとの願いを込めています。 その発想のベースには、 京阪グル

ープが推し進める、 “人にも地球にもいいものこ＂とを、 毎日の生活の中に、 楽し

く、 無理なく 、 取り入れていくことができる明るい循環型社会の実現
＂

を目指す活

動「BIOSTYLE PROJECT」の理念が生きています。
■天然芝を敷き詰めたリニュ ーアル後の駅前広場

耐久性の高い特別な芝を採用

+.、

細やかな手入れが必要で黄用のかかる天然芝を敷き詰めるには、 さまざまな工夫が必要でし

た。 芝生広場の面稜は約 1,000平方メ ートル。 多くの人々が行き交う駅前広場では耐久性が求

められるため、 サッカ ー練習場で使用されている特殊な芝工法を採用することにしました。 そ

れによって酎久性と美観をキ ープすることが可能に。 芝生の維持管理等にも持続可能なスタイ

ルを模索し、 いつまでも使い続け、 愛され続けるサステナピリティを実現しています。

立ちはだかるハ ー ドルに全員で知恵を絞る日々

芝生広場の活用においては樟葉駅前広場が枚方市の公的道路用地である点が大きなハー ドルとなりました。 道路上では許可なく占拠して歩行

者の滞留を促したり、 ものを販売もしく は何かを鮨すことは原則禁止されています。 広場でのイベントを企画・実現するためには、 厳しい規

制と向き合う場面に幾度も遭遇しましたが、 そのたびに関係各所と折衝し、 想いを丁寧に伝えていきました。














